


１．街づくりの目標・方向性（案）１．街づくりの目標・方向性（案）

街づくりの目標・方向性（案）は、「防災」、「道路・交通」、「住環境」、「地域の資源」の４つのテー
マごとにこの地区の街づくりの現状や課題を踏まえて、整理しました。

［目標］

［方向性］

［目標］

［方向性］

［目標］

［方向性］

［目標］

［方向性］

（１）防災（１）防災

（２）道路・交通（２）道路・交通

（３）住環境（３）住環境

（４）地域の資源（４）地域の資源

誰もが集い、交流し、休息できる公園・広場など（資
源）を作ることで、地域活動を活性化し、楽しく、心
地よく感じられる環境づくりを目指します

通行しづらさの改善、交通マナーの向上を図ること
で、歩行者、自転車、車が共存し、安全に安心して通
行できる環境を目指します

火災による延焼や震災による建築物等の倒壊といっ
た被害の発生・拡大を抑え、緊急時の活動や避難がし
やすい防災性の高い街を目指します

防災性の高い安全・安心な市街地の形成を目指します

安全・安心な道路・交通環境の形成を目指します

建物同士の間隔の確保や緑化の誘導などにより、住
環境の向上を図るとともに、周辺環境と調和した暮ら
しやすい街の形成を目指します

誰もが集い楽しく過ごせる、地域の資源となる空間
づくりを目指します

住環境の向上を図り、暮らしやすい市街地の形成を
目指します
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２．街づくりのルール（案） ２．街づくりのルール（案） 
街づくりの目標・方向性を実現するため、建替えなどのタイミングから適用となる建築物や

敷地、道路・公園などに関するルール（案）を提案しています。

街づくりを進める中で、地区の方向性とするとよい項目は、今後策定をめざす計
画の中に、街づくりの方針として位置付けることを考えています。

①建築物の不燃化

②雨水流出抑制施設の整備

③用途の制限

④垣又はさくの制限

⑤壁面の位置の制限

⑥緑化の推進

⑦建築物の形態意匠の制限

⑧共同住宅等の適切な管理

⑨狭あい道路の解消

⑩すみ切りの確保

⑪交差点改良

⑫通り抜け路の整備

⑬公園や広場などの整備

【参考】ルール設定の考え方

【参考】道路の拡幅、空間確保について

図中の丸数字は右記の①～⑬のルールの番号に対応

１　建築物の耐震性の向上
２　斜面地の安全性の確保
３　道路上にある支障物の移設
４　交通安全対策の推進
５　無接道敷地等での共同建替えの促進

街づくりの
方向性の項目

①⑦ ⑤ ③

②
⑥④

⑧
⑨ ⑩

⑨⑨

⑩⑩

ルール導入のイメージ図

建築物や敷地に関わるルール（案）のイメージ

道路・公園などに関わるルール（案）のイメージ

図示なし

⑪⑪

⑫⑫

⑫⑫

⑬⑬

不燃化

雨水

用途

垣・さく

壁面位置

緑化

形態意匠

共同住宅

狭あい

すみ切り

交差点

通り抜け

公園

道路の
拡幅等

考え方
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公営ギャンブルの投票
券の販売を行う施設
や、性風俗営業などを
行う施設の立地を規制

することで、良好
で健全な市街地環
境の形成が期待で
きます。

①建築物の不燃化

建築物を建築する場合は、耐火性能の高い建築物にすることをルール化
します。

［効果］火災が起きても燃え広がりにくくなり、人的・物的被害の抑制が期待できます。

マークの意味は10ページで解説しています

②　雨水流出抑制施設の整備

［効果］

雨水を地下にしみ込ませたり、敷地内に一時的に貯めるための施設
の設置を働きかけます。

下水道に一度に流れ込む雨水の量を抑
えることができ、地区全体の水害発生
リスクを抑えたり、地下水源の確保が
期待できます。

●補足情報
・設置する施設の種類や規模等は、敷地の状況に合わせ

て選択できます。また、一定規模の建築物
などでは、世田谷区の条例に基づき、あら
かじめ協議が必要となっています。

・施設整備に当たっては、区の助成制度があります。
　（詳しくは区のホームページをご覧ください）

雨水流出
抑制施設

燃えやすい構造※の建築物が多い

※木造・防火造の建築物

下水道

道路

防災 道路 住環境 資源 住宅 商業

防災 道路 住環境 資源 住宅 商業

防災 道路 住環境 資源 住宅 商業

地区にふさわしくない用途の建築物を制限することをルール化します。

燃えにくい構造※の建築物が多い
※耐火建築物 コンクリート造・れんが造・

構造を燃えにくい材料で覆っ
た鉄骨造

※準耐火建築物 構造を燃えにくい材料で覆っ
た木造・鉄骨造

店舗 住宅 公営ギャンブル
の投票券の販売
を行う施設

性風俗営業な
どを行う施設

事務所

風俗施設
［効果］

③　用途の制限

不燃化

雨水

用途

垣・さく

壁面位置

緑化

形態意匠

共同住宅

狭あい

すみ切り

交差点

通り抜け

公園

道路の
拡幅等

考え方
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⑤　壁面の位置の制限

建て詰まりの緩和や、日照・通
風等の環境の改善、火災時の延
焼を遅らせるといった効果が期
待されます。

④　垣又はさくの制限

地震時の安全性の確保や、道路からの見通し確保（特に角地）、良好な景
観形成などの効果が期待されます。

コンクリートブロック塀 塀の高さ制限、生垣等への転換

道路や緑道に面したブロック塀等の高さ制限をルール化します。
また、生垣やフェンス等への転換を働きかけます。

建築物の壁面を隣りの敷地境界から離して建てることで、建築物
間の空間を確保することをルール化します。

●補足情報

●補足情報

適用には条件があります。詳しくは区
のホームページをご覧ください。

生垣等 ブロック
塀等

・周辺事例では、ブロック塀の高さを
60㎝以下としている例があります。

・隣地境界沿いの塀はルールの対象外
です。（道路・公園・緑道沿いが対
象）

・生垣の設置やブロック塀の撤去に関
して、区の助成制度があります。

・周辺事例では、壁面の後退幅を50
㎝以上としている例があります。

隣地境界線隣地境界線

防災 道路 住環境 資源 住宅 商業

防災 道路 住環境 資源 住宅 商業

出典︓（一財）消防防災科学センター
　　　　災害写真データベース

ブロック塀等の倒壊被害の例

［効果］

［効果］

不燃化

雨水

用途

垣・さく

壁面位置

緑化

形態意匠

共同住宅

狭あい

すみ切り

交差点

通り抜け

公園

道路の
拡幅等

考え方
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⑥　緑化の推進

⑥-1　既存樹木等の保全

⑥-２宅地内緑化の推進

古くからある象徴的な緑の保全により、街
並みの保全やシンボルとしての活用も期待
できます。
緑を感じる街並みの形成や延焼防止等の防
災性の向上が期待できます。

緑を感じる街並みの形成や延焼防止等の防災性の向上が期待できます。

⑦　建築物の形態意匠の制限

周辺の街並みに配慮した良好な景観形成が期待できます。

防災 道路 住環境 資源 住宅 商業

建築物や工作物の色彩は原色を避け、周辺景観と調和したデザイ
ンとなるようルール化します。

敷地内にある既存樹木等の保全、移植、代替植栽を働きかけます。

敷地内で緑化する面積の割合を定めて、緑化を働きかけます。

●補足情報
・周辺事例では、５％や10%等、敷地の広さ等の

条件に応じて緑化の割合を変えたり、道路沿い
など緑化を推進したい場所に特化したルールと
した例があります。

・敷地面積が150㎡を超すと世田谷区みどりの基本
条例に基づき、緑化計画の届出対象となりま
す。

防災 道路 住環境 資源 住宅 商業

周辺に配慮した例

［例］敷地面積に対して５％の面積を緑化

［効果］

［効果］

［効果］

出典︓世田谷区みどりの基本計画

不燃化

雨水

用途

垣・さく

壁面位置

緑化

形態意匠

共同住宅

狭あい

すみ切り

交差点

通り抜け

公園

道路の
拡幅等

考え方

6



⑧　共同住宅等※の適切な管理

⑧-１ごみ置き場・自転車置き場の整備

⑧-２管理者の掲示

自転車の道路上放置の防止やごみ出しのマ
ナー向上を図ることができるなど、住環境
の維持・向上が期待されます。

共同住宅等に関する問題が発生した時に、
管理者と連絡が取りやすくなります。

⑧-３住戸面積の確保

居住空間にゆとりができ、住環境の質の向
上が期待できます。　　

【参考】道路の拡幅、空間確保について

今回のルール（案）では「新たな
道路の拡幅整備※1」や道路側の壁
面後退（空間の確保）などを計画
しない方針です。ただし、将来的
に既にある主要生活道路（10 ～
12m）の整備計画※2 を行う機会
に合わせて、地区内の道路ネット
ワークの見直しを検討することと
します。
※1 既存の制度（公共の道路となる区

域が決定しているものや建築基準
法で道路の位置が決定しているも
のなど）で拡幅が予定されている
ものや整備計画が決定済のものを
除きます。

※2 主要生活道路の詳細な位置、整備
時期は未定となっております。

防災 道路 住環境 資源 住宅 商業

共同住宅等の住戸について、最低限
の居住面積（25㎡）の確保を働き
かけます。

敷地内にごみ置き場や自転車置き
場の設置をルール化します。

建築物の管理者を掲示することを
ルール化します。

●補足情報
・周辺事例では、⑧-１～３について、

同様のルールを既に導入している例が
あります。

・一定規模以上の共同住宅等について
は、すでに区全域で同様のルールが導
入されています。（世田谷区建築物の
建築に係る住環境の整備に関する条例）

理由
地区内に計画されている主要生活道
路の整備の詳細が未定であるため、
主要生活道路に接続する新たな道路
の拡幅整備等を計画しても支障とな
る可能性があります。

主 127、230、346 が主
要生活道路となります。

自転車置き場 管理者の掲示

［効果］

［効果］

［効果］

住戸住戸
25㎡
以上
25㎡
以上

住戸住戸 住戸住戸 住戸住戸

住戸面積は、共同
住宅等の一戸一戸
それぞれの面積を
指します。

※共同住宅、長屋、事務所等

道路

ごみ置き場

⑧-１⑧-１

⑧-１⑧-１

⑧-２⑧-２

⑧-３⑧-３

整備済み区間
概成区間
事業中区間
未整備区間
せたがや道づくりプラン
優先整備路線

不燃化

雨水

用途

垣・さく

壁面位置

緑化

形態意匠

共同住宅

狭あい

すみ切り

交差点

通り抜け

公園

道路の
拡幅等

考え方
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Sugimoto112
テキストボックス
インターネットからダウンロードした場合、この回答ハガキを使用しての回答は、できません。
郵送以外での回答にご協力お願いします。




